
平均

・教育上の特徴を示しているか。 4.4

・学生が卒業時点でどのような資質を有すべきかを明示してい
るか。 4.2

・教育理念・目的・目標の周知が図られているか。 4.2

・学生の学修指針に活かされているか。 4.2

・教師の教育活動指針に活かされているか。 4.4

・入学希望者開拓の広報活動等が適切かつ効果的に行われ
ているか。 4.0

・選抜の方針・方法は教育理念・目的・目標にてらして妥当であ
るか。 4.2

・選抜の公平性が図られているか。 4.0

・奨学金等の経済的支援について周知し、活かされているか。 4.2

・カウンセラーの配置等健康相談について周知し、活かされて
いるか。 4.4

・１学年全員にカウンセラーと面談を実
施されたことは、今後のカウンセリング
の利用拡大に期待できる。

・社会活動等に学生が積極的に参加できるように周知し支援し
ているか。 3.8

・新型コロナの影響で社会活動等の参
加は困難であったと考える。

・進路情報について周知し、適切な指導が行われているか。 4.2

・コロナ禍での社会活動は困難を有す
ると思われるが、地域貢献やコミュニ
ケーション能力の向上にもつながると
思われるため、Ｗｉｔｈコロナ時代に向け
て工夫や見当が必要と思われる。

・教育目的・目標や社会のニーズ、学問的動向に沿った編成を
しているか。 4.2

・定期的に評価し、改善しているか。 4.2

・新カリュキュラムの内容についても理
解しやすいように説明している。また、
地域を意識した内容になっていると評
価する。

・教育課程についての評価項目は2項目とも4.0点
以上であり、一定の評価をいただいたものと考え
る。しかし、2項目ともに昨年より0.2点下回る結果
となった。
・指定規則改正にともなう「新カリキュラム」と、令和
３年度現在における「現行カリキュラム」が併存す
る中で、どのような意図により、当学院独自のカリ
キュラムを構築したかという点を、さらに広く理解し
ていただくための努力が必要であると考える。

・今回のカリキュラム構築に至った社会的
ニーズとの関連やそこまでの思考過程を踏
まえた説明を行う。また、このカリキュラム
については、日本看護学校協議会中・四国
ブロック研修会において発表し、他の学校
や研修会講師（元日本看護学校協議会会
長　池西静江先生）など外部からも評価を
受けたことを説明していく。
・新カリキュラムに移行して安心するのでは
なく、適宜評価しつつ申請を要しない程度
（科目の内容や教育方法など）のマイナー
チェンジをしていく。

教育課程の見直し

・新型コロナ感染症のためオープン
キャンパスは中止となったが、代替え
として、従来より充実した内容の学院
見学会を3回も行われている。今後も
学院ＰＲのため、工夫を重ねていただ
ければと思う。

Ⅳ．教育課程

教育課程の編成

・令和4年度より新カリキュラムが展開され
ている。さらに地域と連携を深め、学生に興
味をもってもらえるような内容にしていく。
・教育理念等に関するガイダンスは継続す
る。
・期待する卒業生像に関しては、毎年自己
評価し、到達度を可視化することで意識で
きるよう継続的に取り組む。

・学生生活の支援について、「社会活動の支援」の
他は、4点以上の評価をいただいた。

・新型コロナの影響による制限のため社会活動等
の参加は困難であった。しかし、地域におけるボラ
ンティアに一部の学生は参加することができた。

社会的活動への支援

卒業後の進路選択への支援

・新型コロナ感染症拡大の状況に合わせ、
引き続き、オンラインの活用などを取り入
れ、学生が安全に社会活動ができるように
支援していく。

・3項目すべて4.0点以上の評価を受けており、一定
の水準の評価をいただいたと考える。しかし「入学
希望者開拓」「選抜の公平性」の２項目はいずれも
昨年度より0.2点低下した。
・新型コロナウイルス感染拡大状況が引き続く中、
オープンキャンパスの規模縮小（半日の学院見学
会への変更）などの影響があるかと考える。

今後の取り組み

Ⅰ．教育目的・目標　教育理念

教育理念・目的・目標の設定と達成

入学者選抜の方針・方法

Ⅲ．学生生活の支援

Ⅱ．学生の受け入れ

学生募集の広報活動

評価(意見）

・今後、新型コロナウイルス感染症の法的
な取り扱いが変更されていく中で、それに応
じて参加者の安全を担保しつつ学院のＰＲ
を積極的に推し進めていく。特に在学生の
参加に関しては、高校生の評価も高いた
め、この点に関して充実させる。また、Ｗｅｂ
の利用についても検討する。
・選抜の公平性については、学院外部から
も入学試験委員を入れて、常に公平である
ように配慮している。この点は評価委員の
方々にも具体的に説明する必要がある。

令和４年度　学校関係者評価委員会　外部委員の評価のまとめ

自己点検評価項目 評価結果とその背景

・教育理念・目的・目標の設定と達成についての5
段階評価の結果は、委員全員から4点以上の評価
（平均4.0～4.6）をいただいた。
・「教育理念・目的・目標の周知が図られている
か」、「学生の学修指針に活かされているか」に関
して評価4.0であった。
・新カリキュラムにおいて、教育理念、教育目的、
教育目標等を見直し、「地域」をより意識した教育
課程を編成した。地域を意識した内容になっている
と評価をいただいたとともに、内容についても理解
しやすいように説明していると評価をいただいた。
・学習の手引きに教育理念・目的・目標や協同の
精神について示し、入学時や進級時のガイダンス
で周知を図っている。また、学修ポートフォリオを活
用し学修が積み重ねられるよう支援をしている。
・令和2年度末より「期待する卒業生像」に関して
は、毎年自己評価し、3年間の変化が見えるよう到
達度（レーダーチャート）を可視化している。

学修継続への支援



学習支援（ガイダンス）
・学生が学修しやすいような内容・　方法で、ガイダンスを行っ
ているか。 4.2

授業の計画的遂行・調整
・学生が学修しやすいように授業の進度を計画調整している
か。 4.4

シラバスの作成状況 ・学習への動機づけになるようなシラバスを作成しているか。 4.4

授業科目の担当・時間数
・教員の専門性が発揮出来るように担当科目と時間数を配分
しているか。 4.4

・教員が授業準備の時間をとれる体制を整えて いるか。 4.0

・教員が自己研鑽し、指導方法を工夫できる体制を整えている
か。 4.2

授業評価 ・教員は授業評価を行い、指導方法を改善しているか。 4.4

学習支援（オリエンテーション）
・学生が実習しやすいような内容・方法でオリエンテーションを
行っているか。 4.0

臨地実習の計画的遂行・調整 ・学生が実習しやすいように実習を計画・調整しているか。 4.2

実習指導要項の作成 ・実習への動機づけになるような指導要項を作成しているか。 4.2

臨地実習の担当・時間数
・教員の専門性が発揮出来るように担当場所、時間数を配分し
ているか。 4.2

・教員が実習指導準備の時間が取れる体制を整えているか。 4.2

・教員が自己研鑽し、指導方法を工夫できる体制を整えている
か。 4.2

実習評価　 ・教員は実習評価を行い、指導方法を改善しているか。 4.0

学校行事
・学生や教員が参加しやすい日程、時期を計画し指導している
か。 4.2

自治会活動、Ｈ・Ｒ活動 ・学生や教員が参加しやすい日程を計画し指導しているか。 4.2

成績評価 成績評価の方針と基準 ・学生に成績評価の方針と基準を公表し、周知しているか。 4.2

単位認定 単位認定の方針と基準 ・学生に単位認定の方針と基準を公表し、周知しているか。 4.2

校舎の設備と管理 ・定期的に点検し、適正な整備を行っているか。 4.4

学生寮の設備と管理 ・定期的に点検し、適正な整備を行っているか。 4.4

美化対策 ・校舎及び庭等の美化対策に努めているか。 4.4

実習用品の整備 ・実習用品を定期的に点検し、適正な整備を行っているか。 4.4

学生控室等の整備 ・備品等を定期的に点検し、適正な整備を行なっているか。 4.4

・組織体制と意思決定システムを明確に規定しているか。 4.4

・教職員の任用の考え方を明示しているか。 4.2

・職員の業務分掌を明示し、周知しているか。 4.4

特別活動

施設設備

Ⅵ．学校環境

Ⅶ．組織・管理・運営

組織体制の整備
・新カリキュラムが令和4年度入学の1年生
から順次実施されていく。新たな地域・在宅
看護論実習や、精神看護学実習を新たに
益田地域内の実習病院とするなど、更に地
域と連携した教育カリキュラムに取り組んで
いく。

・年々、予算確保が難しい状況にあるが、
看護基礎教育に必要な書籍の確保、教員
の資質向上のための研修経費の確保な
ど、看護師養成教育の質の確保、向上に継
続して取り組んでいく。

・危機管理マニュアルも引き続き計画的に
策定し、安全管理を徹底し、事故を未然に
防ぐ取り組みを進めていく。

・引き続きわかりやすい説明を継続してい
く。

・すべての項目で4.0以上の評価をいただいた。コ
ロナ禍にあっても工夫して活動できるノウハウを身
につけて特別活動を行えた成果と考える。

・引き続き特別活動に学生が参加しやすい
体制を継続していく。

・クラス担当、各教科担当者より、成績評価・単位
認定の基準を説明しており、学生も理解できてい
る。

教員人事の適正配置

職員の業務分掌

学　　科

・今後、旧カリキュラムと新カリキュラムが同
時に行われることとなり、その後新カリキュ
ラムに完全移行するが、混乱が生じないよ
うに授業の進度を調整し、学生にもわかり
やすいガイダンスをしていく。

教育・学習指導方法の工夫

実　　習

・今後もこれまで同様に、前年度の反省をも
とにオリエンテーションや実習進度・指導要
項を考え、実践していく。
・コロナ感染症の状況に合わせ、突然の実
習方法の変更にも対応できるよう、これまで
の学内実習の方法を蓄積させ、より良い方
法に評価修正し活用していく。
・学内実習の方法について、各看護学で良
かった方法など共有し、互いに活かしてい
く。

・施設設備及び実習設備に関しては、全ての項目
で4.0以上の評価を受けた。
・定期的な点検と計画的な修繕によって安全性の
確保や美化に努めている。

・新カリキュラムに伴う新規の実習施設にけ
る物品や学生控室等の整備を進めていく。
・定期点検及び整備は継続していく。

実習施設

・組織・管理・運営の体制についての5段階評価の
結果は、委員全員から4点以上の評価（平均4～
4.4）をいただいた。

・県立の看護師養成所として、教職員の配置、講
師の確保については、県及び益田市医師会、関係
機関と連携を密にして取り組んでいる。

・事故への対策と安全管理については、平成28年
度から順次作成している危機管理マニュアルを毎
年度、計画的に作成している作成ことを評価されて
いる。

・オリエンテーションの内容や実習計画・指導要項
は、毎年前年度の反省をもとに評価し、改善してい
る。実習指導者会議を通し臨床側へ伝えており、
双方が理解した上で連携し実習が行える環境が
整っていると考える。
・コロナ禍においては、感染状況に合わせ、学内実
習に変更しなければならず、あらかじめ準備してお
くことが難しいが、できる限りの工夫を凝らし実践し
たことに対し、教員の努力を認めていただくととも
に学生の成長につながったと評価された。

実習指導方法の工夫

・臨地実習における教員の専門性の発揮や、実習
指導準備の時間確保・指導方法を工夫できる体制
の整備について、昨年に比し全体的に評価が高
い。教員は学生からの評価も踏まえて実習指導の
評価を行い改善に努めているが、コロナ禍におけ
るより良い実習指導に向けての努力が認められた
ものと考える。

・教員が授業の準備等、時間内にとれ
るような工夫が必要。

・実習指導方法の工夫については、今後も
各教員努力をしていく。
・指導者会議等を活用し、指導者・教員の
お互いの状況や思いを理解するようにし、
より良い連携が図れるようにして実習環境
を整えていく。
・新カリキュラムに向け、できるだけ専門性
を第一に教員を配置する。必ずしも専門と
する実習科目の実習指導に当たれるとは
限らないので、教員同士連携を密に指導方
法の工夫ができる体制整備に努める。

・コロナ禍でも工夫してｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝや
シミュレーションを実施していた。

・学科に関する5項目については、すべて4.0以上
の評価をいただいた。新カリキュラムが令和4年度
から始まるにあたり、シラバスの見直しや、授業科
目・時間数の検討を行ってきたことが評価されたと
考える。
・昨年度までは、「教員の授業準備の時間を取れる
体制」と、「教員が自己研鑽し、指導方法を工夫で
きる体制」についてが3.8だったが、いずれも4.0以
上となった。新カリキュラムが始まることも鑑みて、
担当授業の提示を例年より早めたことで、授業準
備の心づもりができたと考える。

Ⅴ．教育活動・教育指導



・講師・実習指導者の選定の考え方を明示しているか。 4.0

予算要求
・要求項目を精査し、要求金額を明らかにするなど、合理的な
予算要求に努めているか。 4.2

・法令・規則等を遵守し、適切な予算執行に努めているか。 4.4

・迅速な事務処理に努めているか。 4.4

・事故の対策と安全管理の考え方を明示し、周知しているか。 4.4

・会議・委員会の規定に基づき、運営しているか。 4.4

・学籍の管理の方法を規定し、適正に管理しているか。 4.4

・国家試験合格状況を分析し、整理しているか。 4.4

・卒業生の進路状況を分析し、整理しているか。 4.4

・教職員の資質向上のための研修等への積極的参加について
支援しているか。 4.2

・学内や他病院との協同で、教育に関
しての看護研究が積極的にできるとさ
らに良いのでは。

・コロナ禍の中にあり、Web研修への参加が中心と
なっているが、前年度と変わらない評価を得られ
た。
・制約がある中でも、カリキュラム改正等の準備の
ための研修にできる限り参加したことや、研修参加
への支援体制に対して評価頂いたと考える。
・看護研究については、不定期に取り組んでいる
が、実習施設と共同研究を行うことでさらに連携し
た教育ができることを期待されている。

・コロナ禍であっても引き続き可能な限り研
修等へ参加し、自己研鑽に努める。
・教育に関する看護研究についても平常業
務と並行しながら取り組めるよう検討してい
く。

・地域住民や施設との連携や交流について積極的に支援して
いるか。 4.0

・コロナ禍で地域住民や施設との交流
は困難であった。

・積極的に実習施設との連携や交流を行っているか。 4.4

・実習施設として、連絡会議や実習指
導者会議、日々の実習を通して連携や
交流を図れている。
・現在も学院とは連携を取りながらの
交流を行っているが、未来の看護師の
ためにさらに、連携を深め共に教育で
きたらと思っている。

・自己点検・自己評価体制について規定しているか。 4.4

・自己点検・自己評価し改善しているか。 4.4

・自己点検自己評価、学校関係者評価の実
施に引き続き取り組んで行く。また評価結
果を学校運営に反映させ、魅力ある学院づ
くりを目指していく。

事故の対策と安全管理

Ⅷ．研修・研究

教職員の研修等活動

Ⅸ．社会との連携

国家試験合格状況

Ⅹ．学校評価

自己点検・自己評価体制

・自己点検自己評価、学校関係者評価を実施する
体制を整えていることをご評価いただいた。

・令和4年度から地域理解が深まるカリキュ
ラムがスタートしている。地域の方々の協力
を得ながら学生の学習環境を整えていく。
・カリキュラム外の活動においても、感染拡
大状況を注視しながら地域との交流を積極
的に図っていく。

実習施設との連携と交流

庶務・経理

卒業生の進路

会議、委員会の運営

学籍の管理

・新カリキュラムが令和4年度入学の1年生
から順次実施されていく。新たな地域・在宅
看護論実習や、精神看護学実習を新たに
益田地域内の実習病院とするなど、更に地
域と連携した教育カリキュラムに取り組んで
いく。

・年々、予算確保が難しい状況にあるが、
看護基礎教育に必要な書籍の確保、教員
の資質向上のための研修経費の確保な
ど、看護師養成教育の質の確保、向上に継
続して取り組んでいく。

・危機管理マニュアルも引き続き計画的に
策定し、安全管理を徹底し、事故を未然に
防ぐ取り組みを進めていく。

地域社会との連携と交流

・コロナ禍の中にあり地域との交流が難しい状況で
あったが、前年度の評価を上回る評価であった。コ
ロナ禍という状況をご理解いただいた上で、これま
での学院の実績をご評価いただいたものと考え
る。今後も状況に応じて地域や施設との交流を積
極的に図っていくことが期待されている。

講師・実習指導者の確保

予算・経理

・組織・管理・運営の体制についての5段階評価の
結果は、委員全員から4点以上の評価（平均4～
4.4）をいただいた。

・県立の看護師養成所として、教職員の配置、講
師の確保については、県及び益田市医師会、関係
機関と連携を密にして取り組んでいる。

・事故への対策と安全管理については、平成28年
度から順次作成している危機管理マニュアルを毎
年度、計画的に作成している作成ことを評価されて
いる。


